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令和２年北広島町成人式
行政報告
令和元年度まちづくり懇談会
健康通信
運動は 10 分の積み重ねから！
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令和２年北広島町成人式～ 2020年の20歳たち～　

集落支援員だより
テングシデに対する取り組み　ほか
お知らせ
農業委員・農地利用最適化推進委員の募集
まちの話題
広島新庄高校硬式野球部が春のセンバツに出場！　ほか
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北広島町成人式令
和
２
年

明るく、笑顔がス
テキなかっこいい
女性になります！

教員になる夢を叶
えて、子どもたち
を教える！

仕事や神楽など、い
ろいろなことに一生
懸命取り組む！ 地元の人への感謝

を忘れず、親孝行
もしていきたい！

藤ふ
じ
井い

唯ゆ
い

さ
ん ︵
大
朝
中
出
身
︶

　１月 12 日（日）、千代田開発センターで開催した成人式には、対象者 224 人のうち
136 人が出席し、同級生との久しぶりの再会を楽しみました。式では多くの来賓や出
席者から激励・祝福を受け、20 歳の決意を新たにした新成人たち。今後、それぞれの
場所でさらに成長し、このまちで活躍してくれることでしょう。

しっかり働き、
しっかり遊びます！
しっかり働き、
しっかり遊びます！
しっかり働き、
しっかり遊びます！

新
成
人
ス
タ
ッ
フ
リ
ー
ダ
ー

　
剃そ
り
田だ

達た
つ
哉や

さ
ん
︵
千
代
田
中
出
身
︶

吉よ
し
村む
ら
亮り
ょ
うさ

ん ︵
芸
北
中
出
身
︶

道ど
う
庭に
わ
桜さ
く
らさ

ん ︵
千
代
田
中
出
身
︶

小お

川が
わ
洋よ
う
平へ
い

さ
ん ︵
豊
平
中
出
身
︶

新
成
人
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の

　
　 

ハ
タ
チ
の
決
意



大朝地域 芸北地域

千代田地域豊平地域

謝辞

秋
あきやま

山 愛
あ ゆ み

由美さん

20歳のメッセージ
河
かわつき

月 翔
しょうき

貴さん S
ス ワ ン ノ ー イ

uwannoy P
パ リ ン ヤ ー

arinyaさん

声優・歌手になる
夢を叶えるため、
演技などを東京の
専門学校で学ぶ。

記念品受け取り

玉
た ま い

井 由
ゆ り か

梨華さん

東京の大学で、英
語の教員免許を取
得するために教育
や語学を学ぶ。

強豪近畿大学工学
部硬式野球部に所
属。地元に戻りや
りたいことは、父
と同じ舞台で神楽
を舞い、地域の発
展の力になること。

タイのローイエッ
ト県出身。㈱大田
鋳造所で技能実習
生として働く。将
来の夢はタイで日
本語学校の先生に
なること。

両親への感謝を忘れ
ず、できることを全
力でがんばる！

神楽競演大会で優
勝できるようがん
ばります！

家族や仲間、支え
てもらった人への
感謝を忘れない！ 今年は看護実習。

神楽との両立もが
んばります！

大人の仲間入りをし
たので、責任ある行
動をとります！

自覚と責任をもち、
地域・社会に貢献
したい！

迫さ
こ
田だ

美み

咲さ

季き

さ
ん ︵
豊
平
中
出
身
︶

今い
ま
岡お
か
大ひ
ろ
成な
り

さ
ん ︵
大
朝
中
出
身
︶

木き

村む
ら
祐ゆ
う
貴き

さ
ん ︵
大
朝
中
出
身
︶

広島県警察警察官
採用試験に合格す
るぞ！！

岡お
か
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か
しさ
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芸
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身
︶



令和元年度
「全国学力・学習状況調査」・「全国体力・運動能力調査」

■広島県「基礎・基本」定着状況調査（小5、中２対象）
　一昨年度までは、国語や算数・数学など、教科学力の調査も実施されていましたが、昨年度から、
生活と学習に関する児童生徒質問紙調査のみの実施で、学力調査は実施されませんでした。

■全国体力・運動能力調査
　全国の小学校第５学年、中学校第２学年を対象
に、「握力」「上体起こし」「長座体前屈」「反復横
とび」「20ｍシャトルラン」「50ｍ走」「立ち幅とび」

「ソフトボール投げ（小学校）、ハンドボール投
げ（中学校）」の８種の実技調査が行われます。

小学生男子平均 小学生女子平均 中学生男子平均 中学生女子平均
北広島町 全国 北広島町 全国 北広島町 全国 北広島町 全国

握力（kg） ○ 17.34 16.6 ○ 17.90 16.36 △ 28.18 30.39 23.54 24.32
上体起こし（回） ◎ 23.68 20.61 ◎ 24.20 19.39 ○ 30.23 28.26 ○ 26.38 24.43
長座体前屈（cm） ○ 36.3 33.78 ○ 41.37 37.95 45.21 45.31 ○ 49.31 47.39
反復横とび（点） ○ 46.88 44.01 ○ 44.73 42.0 ○ 55.09 54.19 ○ 49.44 48.71
20ｍシャトルラン（回）○ 57.31 56.9 ○ 49.2 45.58 ◎ 92.09 90.40 63.24 64.45
50 ｍ走（秒） 9.30 9.17 ○ 9.42 9.50 7.98 7.77 8.80 8.59
立ち幅とび（cm） ○157.41 155.1 ○153.94 148.01 198.25 203.56 ○170.51 176.45
小ソフトボール投げ（m）◎ 27.45 23.72 ◎ 16.51 14.74 △ 20.25 21.40 ○ 14.20 13.92㊥ハンドボール投げ（m）

令和元年度の調査結果（実技ごと）

○…全国平均を上回る項目　◎…全国平均を10 %以上上回る項目　△…全国平均を5％以上下回る項目

　小学校は、ほぼ全ての実技調査において全
国平均を上回りました。中学校では筋持久
力・敏捷性などにおいて全国平均を上回り
ました。中学校男子・女子ともに握力・短
距離走力の向上が今後の課題です。

■全国学力・学習状況調査
　全国の小学校第６学年、中学校第３学年を対象
に国語、算数・数学、英語（中学校のみ）を調査
教科として行われました。児童生徒の学習状況を
把握・分析し、指導の充実・改善に役立てるため
に実施されています。

教科
小学校６年生 中学校３年生

北広島町 全国 北広島町 全国
国語 〇 66 63.8 ○ 75 72.8

算数・数学 66 66.6 ◎ 63 59.8
英語 　　  ‐ 　　  - △ 51 56.0

○…全国平均を上回る項目　◎…全国平均を３ポイント以上上回る項目　△…全国平均を３ポイント以上下回る項目

令和元年度の調査結果（平均通過率）
　国語、算数・数学については、おおむね
全国平均と同様、または上回る結果となっ
ています。
　中学校の英語は「書くこと」に関する領域
の正答率が低いことが特徴的な課題として
みられました。

調査の結果から、北広島町の子どもたちは、
学力、体力ともにおおむね定着しているといえます

問 教育委員会 学校教育課　IP☎０５０－５８１２－１８６３
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　狂犬病は、発症すると致死率が 100% の恐ろしい病気です。
　狂犬病予防法が制定される前は、犬だけでなく人も狂犬病に感染して亡く
なっていました。現在、日本では狂犬病の発症はありませんが、海外から狂
犬病が侵入する可能性があります。
　狂犬病の発生の拡大を防ぐためには、飼い主一人ひとりが狂犬病に関して
正しい知識を持ち、飼い犬の登録と狂犬病予防注射を確実に行うことが必要
です。

飼い主のマナー・責任
１．放し飼いの禁止
２．ふん尿の後始末
３．不妊・去勢手術

動物の遺棄・虐待は犯罪です！
愛護動物を遺棄・虐待
100 万円以下の罰金
愛護動物を殺傷
 2 年以下の懲役または
200 万円以下の罰金

ペットは大事な家族です。
愛情と責任を持って最後
まで世話をしましょう。

問 町民課 環境管理係　IP ☎０５０－５８１２－１８５４

　　の登録と狂犬病予防注射を
登録は犬の生涯で 1 回だけ、狂犬病予防注射は毎年 1回確実に！

鑑札
注射済票

犬犬犬 狂犬病予防注射を
登録は犬の生涯で 1 回だけ、狂犬病予防注射は毎年 1回確実に！

▶犬の登録
　町内で生後91日以上の犬を飼い始めた人は、
30 日以内に町民課・各支所で犬の登録を申請
して鑑札の交付を受けてください。
　登録は犬の生涯で 1 回だけ行います。
▶登録事項の変更手続き
町内で飼っている犬の飼い主や住所が変わっ
た・飼い犬が死んだ場合
→ 町民課・各支所へ鑑札を持って、届け出てく

ださい。
町外へ転出する場合
→ 転出先の市区町村へ鑑札を提出し、変更手続

きを行ってください。
※ 犬を譲渡したときには、いずれの場合も譲渡

した人に手続きをお願いしてください。

▶狂犬病の予防注射
　狂犬病予防注射は、生後 91 日以降に 1 回接
種し、２回目からは、4 月 1 日から 6 月 30 日
の間に受けなければなりません。（毎年 1 回）
　町外の動物病院で予防注射を受けた場合、町
民課・各支所で注射済票の交付を受けましょう。
室内犬、小型犬であっても例外ではありません。

「鑑札」と「注射済票」は犬の首輪に付けてください。
どこで保護されても飼い主がすぐに判明します。

町内の動物病院

町内の動物病院では、犬の登録・狂犬病予
防注射の申請・交付ができます

申請 交付
町民課・各支所狂犬病

予防注射済票
町外の動物病院 手数料

登録：3,000 円
注射済票：550 円

鑑札・狂犬病予防注射済票交付までの流れ
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　令和元年度まちづくり懇談会を昨年 10 月から 11 月にかけて
町内４会場で開催しました。
　まちづくり懇談会では主要施策・事業の説明のほか、町民の
皆さんと意見交換を行いました。当日の意見交換の主な内容を
紹介します。
問 企画課 政策立案室 IP ☎０５０－５８１２－１８５６

新
し
い
千
代
田
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
の
活
用
方
法
は

　
千
代
田
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、
基
本

計
画
を
策
定
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
で
活
用
方
法
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
公
民
館
と
し
て
の
機
能
の
ほ
か
、

起
業
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
の
場
、
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
※

な
ど
、
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
場
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
道
の
駅
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
な
ど
と
の
近
接
性
を
生
か
し
、

人
の
流
れ
や
新
た
な
取
り
組
み
が
生
ま

れ
る
場
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

子
ど
も
が
少
な
く
な
っ
て
い
く

が
、
芸
北
地
域
に
お
け
る
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
は
今
後
も
行
っ

て
い
く
の
か

　
芸
北
地
域
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
も
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
き

ま
す
が
、
保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
預
け
ら
れ
る
場
所
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

芸
北
つ
く
し
保
育
園
の
現
状
は

　

芸
北
つ
く
し
保
育
園
に
つ
い
て
は
、

一
昨
年
、
保
護
者
な
ど
へ
の
説
明
会
を

実
施
し
、
今
年
度
、
民
営
化
に
向
け
て

事
業
者
の
公
募
を
行
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、応
募
者
が
な
か
っ
た
た
め
、

来
年
度
も
引
き
続
き
町
立
の
保
育
園
と

し
て
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
数

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

行
政
区
の
再
編
・
見
直
し
を
行

う
予
定
は
あ
る
か

　
世
帯
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
行
政

区
も
あ
り
ま
す
が
、
行
政
区
の
再
編
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

問問

問問

令
和
元
年
度

 
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

※独立して働く個人が、机・いす・ネットワーク設備などの実務環境を
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新
町
建
設
計
画
は
延
長
す
る
か
。

ま
た
、
今
後
の
実
施
計
画
は

　
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
が
５
年
間

延
長
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
新
町
建
設

計
画
の
計
画
期
間
も
延
長
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
の
事
業
実
施
に
つ
い
て
は
、
現

在
着
手
し
て
い
る
事
業
は
進
め
て
い

き
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
財
政
状
況
や

社
会
情
勢
、
国
の
財
政
支
援
な
ど
を
考

慮
し
、
必
要
性
と
緊
急
性
を
見
極
め
た

う
え
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

田
原
温
泉
が
休
館
と
な
っ
て
い

る
が
、
今
後
の
活
用
は

　
田
原
温
泉
は
指
定
管
理
者
に
委
託
を

し
て
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

経
営
状
況
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
指
定

管
理
者
の
意
向
で
現
在
休
館
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
町
内
外
の
事
業
者
に
よ

る
視
察
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
収
益

性
の
観
点
な
ど
か
ら
活
用
は
難
し
い
と

の
回
答
で
し
た
。

　
再
開
に
向
け
て
は
、
民
間
活
力
の
導

入
を
基
本
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

新
庄
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
撤
去

や
跡
地
利
用
は

　
プ
ー
ル
施
設
の
撤
去
と
埋
め
立
て
時

期
は
未
定
で
す
。
プ
ー
ル
跡
地
の
利
用

方
法
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
撤
去
な
ど
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
地

域
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
予
定

で
す
。

新
庄
か
わ
せ
み
団
地
の
現
状
は

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
３
区
画
残
っ
て
お

り
、
１
区
画
が
契
約
さ
れ
、
１
区
画
が

協
議
中
、
残
り
は
１
区
画
で
す
。

ホ
ー
プ
タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
金

が
近
隣
市
町
と
比
べ
高
い
の

で
、
利
用
料
金
の
検
討
を

　
ホ
ー
プ
タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
金
が
近

隣
市
町
と
比
べ
高
い
と
い
う
こ
と
は
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
公
共
交
通
の
再
編
計
画
策

定
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
料
金
に
対
す

る
不
満
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
み
ら
れ
ず
、

現
時
点
で
料
金
の
見
直
し
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

　
今
後
も
公
共
交
通
の
維
持
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
利
便
性
の
向
上
や

利
用
者
の
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

た
地
方
創
生
の
取
り
組
み
は
、

す
で
に
行
っ
て
い
る
元
気
づ
く
り
体
操

や
ス
ポ
ー
ツ
事
業
と
ど
の
よ
う
な
違
い

が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
取
り
組
み
に
お

け
る
数
値
目
標
は

　
ス
ポ
ー
ツ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
地

方
創
生
事
業
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
町

民
の
皆
さ
ん
が
、
や
り
が
い
や
生
き
が

い
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
交

流
人
口
や
関
係
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
人
の
流
れ
な
ど
具
体
的
な
数
値
目
標

は
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

き
た
ひ
ろ
学
び
塾
に
つ
い
て
、

昨
年
度
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

な
ど
実
施
し
て
い
た
が
、
出
た
意
見
を

ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
の
か

　
昨
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
通
し
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
な
か
で
、
人
材
育
成
は
非
常
に
大
切

な
部
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
き
た
ひ
ろ
学
び
塾
で
は
個
人
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
の
み
な
ら
ず
、
参
加
者
の
情

報
の
共
有
や
連
携
を
大
き
な
柱
と
し
て

い
ま
す
。

　
実
施
内
容
な
ど
は
、
今
後
も
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
開
催
の

と
き
に
、
参
加
し
や
す
い
時
間

帯
や
託
児
に
つ
い
て
検
討
し
て
ほ
し
い

　
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
実
施
に
つ
い

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
や
す
い

方
法
や
時
間
、
回
数
に
つ
い
て
今
後
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問問

問問

問

問意

意
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健　
康
　
信
通

第179回

問 保健課　
健康増進係
IP☎１８５３

運
動
は
10
分
の
積
み
重
ね
か
ら
！

　
健
康
づ
く
り
に
運
動
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
仕
事
が
忙
し
い
か
ら
な

ど
と
で
き
な
い
理
由
を
思
い
浮
か
べ
て

怠
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　
毎
日
、
適
度
に
体
を
動
か
す
こ
と
は
、

糖
尿
病
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
・
が
ん
・

認
知
症
・
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
病
気
や
筋
力
低
下
な
ど
に
よ
り
介

護
が
必
要
に
な
る
状
態
）
な
ど
に
な
る

こ
と
や
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
日
の
運
動
目
標
値
は
、
18
歳
～
64

歳
の
人
は
60
分
、
65
歳
以
上
の
人
は
40

分
で
す
。
運
動
時
間
は
10
分
×
６
回
、

10
分
×
４
回
で
も
大
丈
夫
で
す
。

　
日
ご
ろ
、
あ
ま
り
体
を
動
か
さ
な
い

生
活
を
し
て
い
る
と
、
10
分
で
も
面
倒

と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
最
初
は

無
理
せ
ず
、
焦
ら
ず
に
、
少
し
ず
つ
体

を
動
か
す
機
会
を
増
や
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
10
分
の
積
み
重
ね
が
、
体
力
の

維
持
・
向
上
、
病
気
予
防
、
健
康
づ
く

り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

楽しく運動　いいこといっぱい！
私の元気づくり体験記

元気づくり推進事業は現在 60 会場で
実施中です。参加者の声を紹介します。

　
運
動
を
習
慣
づ
け
る
に
は
、
次
の
４

つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
重
要
で
す
。

1
気
づ
く　

　
い
つ
・
ど
こ
で
体
を
動
か
す
こ
と
が

で
き
る
か
、
自
分
の
生
活
を
振
り
返
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

2�

始
め
る

　
ま
ず
は
今
よ
り
10
分
多
く
、
体
を
動

か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

3�
達
成
す
る

　
自
分
の
一
日
の
運
動
目
標
値
を
目
指

し
、
体
を
動
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

4
つ
な
が
る

　
家
族
や
仲
間
と
一
緒
に
運
動
を
続
け

ま
し
ょ
う
。
一
緒
に
運
動
す
る
と
、
楽

し
さ
や
喜
び
が
倍
増
し
ま
す
。

　　
生
活
の
な
か
に
は
、
い
た
る
と
こ
ろ

に
運
動
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
す

ぐ
に
車
を
使
わ
ず
に
、
時
間
に
余
裕
が

あ
る
と
き
に
は
歩
く
、
階
段
を
使
う
こ

と
を
を
心
が
け
る
、
運
動
施
設
に
通
う

習
慣
を
つ
く
る
な
ど
、
前
向
き
に
運
動

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
ス
ト
ッ
プ
糖
尿
病
⑫
】　

　
今
回
は
、
糖
尿
病
と
歯
周
病
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
糖
尿
病
と
歯
周
病
は
密
接
な
関
係
が

あ
り
ま
す
。
歯
周
病
は
、
歯
茎
の
炎
症

に
よ
り
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
悪
化
さ

せ
、
逆
に
糖
尿
病
の
高
血
糖
に
よ
り
、

歯
を
支
え
る
骨
が
脆も
ろ
く
な
り
ま
す
。
糖

尿
病
と
歯
周
病
は
相
互
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

　

年
に
１
回
は
歯
周
疾
患
健
診
を
受

け
、
自
分
の
歯
と
口
の
状
態
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　
体
操
を
す
る
と
、
体
が
ぽ
か
ぽ
か

と
温
ま
り
、
体
も
心
も
ス
ッ
キ
リ
し

ま
す
。
以
前
の
よ
う
に
、
体
の
不
調

を
感
じ
な
く
な
り
、
こ
の
体
操
を
始

め
て
よ
か
っ
た
と
心
の
底
か
ら
思
っ

て
い
ま
す
。
初
め
は
き
つ
く
感
じ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
続
け
て
い
る

と
ス
ッ
キ
リ
感
が
あ
り
、
体
操
の
効

果
が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
地
域
は
、
一
人
暮
ら
し
の
人

も
多
く
い
ま
す
。
一
人
で
自
宅
に
こ

も
ら
ず
、
地
域
の
人
と
つ
な
が
り
を

持
ち
、
体
操
や
話
を
し
て
よ
く
笑
う

こ
と
は
、
何
よ
り
も
健
康
の
た
め
に

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域

の
な
か
に
、
で
か
け
る
場
所
が
あ
る

の
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

今吉田元気クラブ
（毎週火・木曜日）午前９時 30 分～ 11 時

北
広
島
町
豊
平
診
療
所
　

　
　
　  

改
修
工
事
完
成
見
学
会

　
豊
平
診
療
所
の
１
階
部
分
の
改
修

工
事
が
終
了
し
た
た
め
、
見
学
会
を

開
催
し
ま
す
。
次
の
日
程
の
都
合
の

よ
い
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
４
月
６
日
か
ら
１
階
で
診

療
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
３
月
29
日(

日)

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
豊
平
診
療
所
１
階
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こ
ん
に
ち
は
！

北
広
島
町
地
域
包ほ

う
か
つ括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
問 保健課　
地域介護係
IP☎１８５３

あ
ん
し
ん
電
話
の
貸
し
出
し

北
広
島
町
で
は
、
高
齢
で
ひ
と
り
暮

ら
し
の
人
な
ど
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
あ

ん
し
ん
電
話
（
緊
急
通
報
装
置
）
を
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。

あ
ん
し
ん
電
話
と
は

あ
ん
し
ん
電
話
は
、
緊
急
時
に
ボ
タ

ン
を
押
す
だ
け
で
消
防
署
に
通
報
が
入

り
、
救
急
車
の
出
動
を
依
頼
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
登
録
し

た
近
隣
の
人（
協
力
員
と
鍵
の
管
理
者
）

の
協
力
を
受
け
、
速
や
か
に
救
急
活
動

を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

通
報
回
線
に
つ
い
て

あ
ん
し
ん
電
話
は
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
」

に
接
続
し
ま
す
。
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
回

線
の
み
に
加
入
し
て
い
る
人
に
は
、
停

電
対
策
用
電
池
を
通
報
装
置
と
合
わ
せ

て
貸
し
出
す
こ
と
で
接
続
で
き
ま
す
。

　
自
宅
に
固
定
電
話
の
回
線
が
な
い
場

合
は
、
あ
ん
し
ん
電
話
を
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

お
い
し
く
食
べ
て
フ
レ
イ
ル
予
防かにかまとキャベツの卵とじ

（1人前　エネルギー 195kcal　塩分 0.7ℊ）

材
料
（
２
人
前
）

卵
⋮
２
個　
キ
ャ
ベ
ツ
⋮
80
ｇ

か
に
か
ま
⋮
１
本　
パ
セ
リ
⋮
少
々

ピ
ザ
用
チ
ー
ズ
⋮
20
ｇ

サ
ラ
ダ
油
⋮
大
さ
じ
１

作
り
方

① 

キ
ャ
ベ
ツ
は
千
切
り
、
パ
セ
リ
は

み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

② 

卵
に
、
ほ
ぐ
し
た
か
に
か
ま
と
チ

ー
ズ
、パ
セ
リ
を
入
れ
て
混
ぜ
る
。

③ 

フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱

し
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
入
れ
て
さ
っ
と

炒
め
る
。

④ 

卵
を
回
し
入
れ
、
チ
ー
ズ
が
溶
け

る
よ
う
に
混
ぜ
、
火
を
通
す
。

対
象
者　

〇 

高
齢
者
の
う
ち
、
病
弱
な
ど
の
た
め

日
常
生
活
に
不
安
の
あ
る
ひ
と
り
暮

ら
し
の
人

〇 

重
度
身
体
障
が
い
者
で
ひ
と
り
暮
ら

し
の
人

〇 

重
度
身
体
障
が
い
者
・
病
弱
な
高
齢

者
だ
け
の
世
帯
の
人

利
用
料　

あ
ん
し
ん
電
話
の
設
置
・
点
検
・
利

用
料
は
無
料
で
す
。（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
固

定
電
話
の
基
本
料
や
通
話
料
は
必
要
）

申
請　保

健
課
へ
申
請
書
な
ど
の
提
出
が
必

要
で
す
。

ま
た
、
緊
急
通
報
時
に
駆
け
つ
け
て

協
力
す
る
協
力
員
（
２
人
以
上
）
と
鍵

の
管
理
者
の
登
録
、
民
生
委
員
児
童
委

員
の
意
見
な
ど
が
必
要
で
す
。

変
更
届

申
請
後
に
協
力
員
な
ど
の
変
更
が
あ

っ
た
場
合
や
、
利
用
の
必
要
が
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
変
更
届
な
ど
の
提
出
が

必
要
で
す
の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
保
健
課
地
域
介
護
係
ま

た
は
地
区
担
当
民
生
委
員
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

緊急通報緊急通報

救急車出動

状況の聞き取り状況の聞き取り

救急車出動

消防本部設置者宅
あんしん電話

協力員・鍵の管理者・民生委員

救急活動への協力・安否確認 救急活動への協力・安否確認の依頼

緊急通報受信

あ
ん
し
ん
電
話
シ
ス
テ
ム

※フレイルとは、英語の Frailty( 虚弱、老衰、脆弱など ) が語源で、加齢に伴って心身が衰える状態のこと
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防
災
最
前
線

北広島町消防本部
IP050-5812-1119
火災情報
IP050-5812-8119

２
０
１
９
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　
「
ひ
と
つ
ず
つ　
い
い
ね
！
で
確
認　
火
の
用
心
」

野
焼
き
や
畔
焼
き
の
申
請
・
届
け
出

　
野
焼
き
や
畦
焼
き
を
す
る
場
合
、
農
林
課
か
各
支
所

へ
の
許
可
申
請
や
消
防
署
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
、
春
の
全
国
火
災
予
防

運
動
期
間
で
す
。

　
期
間
中
、
消
防
署
で
は
各
地
域
で
消
防
訓
練
や
防
災

講
習
、消
防
車
両
で
火
災
予
防
広
報
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
各
家
庭
で
は
、
住
宅
防
火
の
た
め
、
次
の
と
お
り
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。
　

火
災
多
発
期
特
別
警
戒

　
３
月
1
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
は
、
火
災
多
発
期
特

別
警
戒
の
期
間
で
す
。
こ
の
時
季
は
、空
気
が
乾
燥
し
、

強
い
風
が
吹
く
こ
と
か
ら
、
野
焼
き
や
畦あ
ぜ
焼
き
な
ど
の

火
が
拡
大
し
、
火
災
に
な
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
こ
の
期
間
中
に

４
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
火

災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

PUSH
‼

PULL

点検の方法
紐
ひも

を引くと音が鳴ります

ボタンを押すと音が鳴ります

音
が
鳴
ら
な
い
場
合
に
は
、
故
障
や
電
池
切
れ
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
も
の
を
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

や
電
気
店
で
購
入
し
て
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。（
※
設

置
か
ら
10
年
を
経
過
し
た
本
体
は
、
交
換
す
る
こ
と
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。）

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
を
早
期
に
発
見
し
、

命
を
守
り
ま
す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
家
庭
は
必
ず

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

火入れのときの注意事項
☑�火をつけたらその場を離れない
☑�少しずつ火をつける
☑�消火用具を必ず準備する
☑�火が完全に消えたことを必ず確認

する
☑�気象状況に注意する

　強風注意報や火災警報発令時は火
入れを行うことはできません。
　また、乾燥注意報が発令された場
合は、焼却を控えましょう。

刈
っ
た
草
を
集
め
ず
、

畦
な
ど
の
草
に
直
接
火

を
つ
け
て
焼
く
場
合

刈
っ
た
草
や
切
り
落
と

し
た
木
や
枝
な
ど
を
集

め
て
焼
く
場
合

農
林
課
か
各
支
所
へ

　
　
　
　
許
可
申
請

消
防
署
へ
届
け
出

　
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
火
を
つ
け
る
前
と
消
し
た
後

に
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
・
出
張
所
ま
で
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

または

①
紐
式

②
ボ
タ
ン
式

※どちらのタイプもボタンを
　押すと止まります
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集
落
支
援
員
だ
よ
り

長
笹
お
た
め
し
住
宅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
（
一
社
）
Ｒル

カ

ス

Ｃ
Ａ
Ｓ
代
表
理
事
橋は
し

本も
と

律り
つ
子こ

さ
ん
（
大
分
県
由
布
市
湯
布
院
町

在
住
）
に
「
長
笹
お
た
め
し
住
宅
」
を

リ
サ
イ
ク
ル
品
な
ど
で
改
装
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　
お
た
め
し
住
宅
な
の
で
、
物
が
な
い

の
が
い
い
と
思
っ
て
家
具
な
ど
を
処
分

し
て
い
た
の
で
、
客
間
に
は
座
卓
と
座

布
団
が
置
い
て
あ
る
だ
け
で
し
た
。

橋
本
さ
ん
は
、
由
布
院
温
泉
で
「
二

本
の
葦あ
し
束た
ば
」を
経
営
し
て
い
た
方
で
す
。

長
笹
里
山
の
村
保
存
会
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
な
か
で
、
限
ら
れ
た
予

算
の
範
囲
内
で
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

12
月
26
日
に
、
大
分
か
ら
机
・
鏡
台
・

い
す
・
額
・
ス
タ
ン
ド
・
絵
画
な
ど
と

布
や
ミ
シ
ン
・
工
具
を
ワ
ゴ
ン
車
に
積

込
み
、
一
般
道
を
ひ
と
り
で
長
時
間
運

転
し
、
長
笹
ま
で
来
ら
れ
ま
し
た
。
翌

27
日
の
朝
９
時
か
ら
、
長
笹
郷
土
振
興

会
の
方
も
参
加
し
、
橋
本
さ
ん
の
指
示

を
受
け
な
が
ら
、床
の
間
の
飾
り
つ
け
、

客
間
・
居
間
へ
、
机
・
い
す
・
鏡
台
を

設
置
す
る
な
ど
の
作
業
を
し
ま
し
た
。

無
か
ら
有
へ
と
、
短
時
間
の
う
ち
に

各
部
屋
が
魅
力
的
な
空
間
に
変へ
ん
貌ぼ
う
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
平
・
中な
か
英ひ
で
雄お

）

テ
ン
グ
シ
デ
に
対
す
る
取
り
組
み

　
昨
年
６
月
か
ら
集
落
支
援
員
と
し
て

大
朝
支
所
に
着
任
し
ま
し
た
。
支
援
員

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
一
例
を
紹
介

し
ま
す
。

　
大
朝
地
域
に
は
平
成
12
年
度
に
「
大

朝
の
テ
ン
グ
シ
デ
群
落
」
と
し
て
国
の

天
然
記
念
物
の
指
定
を
受
け
、
町
木
に

も
指
定
さ
れ
て
い
る
テ
ン
グ
シ
デ
が
あ

り
、
年
間
を
通
し
て
多
く
の
人
が
訪
れ

改装後の玄関

改装後の客間と床の間

て
い
ま
す
。

　

テ
ン
グ
シ
デ
は
イ
ヌ
シ
デ
の
変
種

で
、
江
戸
時
代
の
終
わ
り
か
明
治
の
初

め
ご
ろ
に
、
幹
や
枝
が
く
ね
く
ね
と
曲

が
っ
た
珍
し
い
木
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
現
在
、
指
定
地
の
西
側
お
よ
そ
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
テ
ン
グ
シ
デ
が
50
～
60
本

あ
り
、
サ
サ
ユ
リ
も
20
～
30
本
は
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
増
や
す

た
め
、
地
元
田
原
自
治
会
の
皆
さ
ん
が

事
業
主
体
と
な
り
、
県
の
「
ひ
ろ
し
ま

の
森
づ
く
り
事
業
」
を
活
用
し
て
周
辺

整
備
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
大
朝
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん

は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
伝
承

さ
れ
る
昔
話
の

聞
き
取
り
や
清

掃
を
合
同
で
行

い
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
ポ
ス
タ

ー
を
作
成
し
、

町
内
外
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
訪
ね
て
も
ら
う
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
庄
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、

テ
ン
グ
シ
デ
の
調
査
研
究
、
そ
の
成
果

の
発
表
な
ど
に
取
り
組
み
、
テ
ン
グ
シ

デ
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
な
ど
を
総
合
的
に

学
習
し
て
い
ま

す
。

　

地
元
自
治
会

や
老
人
ク
ラ
ブ

で
は
、
遊
歩
道

や
指
定
地
内
の

草
刈
り
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
な
ど
「
テ
ン
グ
シ
デ

を
守
る
会
」の
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
さ
や
か
で
す
が
、
集
落
支
援
員
と

し
て
地
域
や
中
学
校
生
徒
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
田
原
地
域
の
活
動
拠
点
で
も
あ
っ
た

田
原
温
泉
や
天
狗
の
里
が
閉
館
と
な

り
、
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
大
朝

の
テ
ン
グ
シ
デ
群
落
を
拠
点
と
し
た
地

域
づ
く
り
を
含
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
大
朝
・
平ひ
ら
田た

義よ
し
孝た
か
）

テングシデ周辺清掃

間伐・遊歩道の整備
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税務署会場（基町クレド）での申告相談 自宅のパソコンなどで申告書作成

▶期間　２月 17 日（月）～３月 16 日（月）
　　　　※２月 24 日（月・休）と３月 1 日（日）
　　　　　は休日開催
▶受付　午前８時30分～午後４時
　　　　※相談は午前９時～午後５時
▶会場　基町クレド・パセーラ11階 
　　　　NTTクレドホール 
 　　　　（広島市中区基町6-78 広島県庁前）
問  広島北税務署　☎０８２－８１４－２１１１
　（ガイダンスで０を押す）

■軽自動車税（種別割）の課税対象となる小型特殊自動車　　
※1（参照　道路運送車両法施行規則別表一）

種類 長さ 幅 高さ 最高速度
農耕作業用自動車（乗用）　

※２ 制限無し 制限無し 制限無し 35㎞ /ｈ未満
上記以外の小型特殊自動車 　※３ 4.7ｍ以下 1.7ｍ以下 2.8ｍ以下 15㎞ /ｈ以下
※１ 小型特殊自動車の定義は法令によって異なります。軽自動車税（種別割）については上の表のとおりです　
※２ 田植え機、農耕トラクター、コンバイン、マニアスプレッダーなど
※３ フォーク・リフト、ショベル・ローダ、タイヤ・ローラ、ロード・ローラなど

▶その他
　軽自動車税（種別割）の課税対象となる小型
特殊自動車は、固定資産税の課税対象外ですの
で、固定資産税の対象となる償却資産の申告に
計上しないでください。

▶申告受付・標識交付場所
　税務課・各支所窓口
▶申告の際に必要なもの
　①所有者・使用者の印鑑
　② 登録する車両の車名（メーカー名）、型式、

車台番号、排気量
　※ 事前に車両などで確認してください。また、

車両が古く、車台番号などが確認できない
場合は相談してください。

　町内会場で所得の申告相談を実施しています。申告の必要な人は、添付書類（給与所得の源
泉徴収票など）の準備をして、各会場で申告相談をしてください。また、混雑緩和のため地区
指定をしていますので、なるべく指定日での申告に協力をお願いします。
　事業所得（営業・農業など）や医療費控除などを申告する人は、事前に整理をお願いします。
　日程など、詳しくは「広報きたひろしま２月号」に掲載しています。
　また、土地・建物・株式などの譲渡所得などの申告は、税務署会場（基町クレド）を利用し
てください。

　乗用装置付きの田植え機・トラクター・コンバイン・フォークリフトなどの小型特殊自動車
を所有する人は、ナンバープレート（標識）の取得が必要です。
　地方税法上は、公道を走行しない（田畑や工場内でのみ使用する）場合も、小型特殊自動車
を所有する人には軽自動車税（種別割）の納税義務が発生します。該当する車両を所有する場
合は、税務課または各支所で申告をして、ナンバープレートの交付を受けてください。なお、
ナンバープレートを取り付ける場所がない車両であっても交付を受ける必要があります。

所得の申告相談

問  税務課 所得係　IP☎０５０－５８１２－１８５２

問  税務課 所得係　IP☎０５０－５８１２－１８５２

　パソコンなどで申告書を作成すると、自動計
算され、大変便利です。詳しくは、国税庁ホー
ムページの確定申告書等作成コーナーをご覧く
ださい。

作成コーナーヘルプデスク
☎０５７０－０１－５９０１（ナビダイヤル）
※月～金曜日の午前９時～午後８時
※全国一律市内通話料金
※２月24日、３月1・８・15日の休日も受付

検索国税庁

3月16日（月）まで

小型特殊自動車のナンバープレート取得
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障がいを知り、共に生きる

広島県思いやり駐車場 利用証交付制度

予  ・問  福祉課 地域福祉係　IP ☎０５０－５８１２－１８５１

　広島県では、身体・精神・知的障がい、難病、高齢、けが、妊娠などによ
って車の乗降や歩行の困難な人が、公共施設やショッピングセンターなどに
設けられた専用の駐車スペースを安心して利用できるように、「思いやり駐
車場」制度を設けています。
　利用証は、期間制限のないもの（緑）と、あるもの（赤）の２種類があり
ます。次の表に該当する交付対象者で、交付を希望する人は、福祉課または
各支所住民係で申請してください。

■期間制限なし（緑色の利用証）

■期間制限あり（赤色の利用証）

広島県西部こども家庭センターによる療育手帳更新判定会
　療育手帳の更新に必要な判定会が実施されます。希望者は事前の予約が必要です。

▶日　時　 ３月６日（金）
　　　　　 午前 10 時～午後３時
　　　　　 （一人あたり１時間程度）
▶会　場　役場本庁　１階相談室
▶対象者　すでに療育手帳を持っている人

対象者 確認書類

妊産婦
妊娠７か月から産後１年６か月

（産後は１歳６か月までの乳幼児と同伴の場合に
限る）

母子健康手帳

けが人など
● けがなどで、車の乗降や歩行に支障のある人
● 発達障害などで、歩行時に介助者の特別な注

意が必要な人
医師の診断書または意見書

対象者 確認書類

身
体
障
が
い
者

視覚 1 ～ 4 級

身体障害者手帳

平衡機能 3、5 級

肢体不自由
上肢 1、2 級
下肢 1 ～ 6 級
体幹 1 ～ 3 級、5 級

脳原性運動機能 上肢機能 1、2 級
移動機能 1 ～ 6 級

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸 1、3、4 級
免疫機能、肝臓機能 1 ～ 4 級

知的障がい者 Ⓐ、A 療育手帳
精神障がい者 1 級 精神障害者保健福祉手帳

難病患者
● 特定疾患医療受給者
● 特定医療費 ( 指定難病 ) 受給者
● 小児慢性特定疾病医療受給者

受給者証

高齢者など 介護保険の要介護状態区分が要介護 1 以上 介護保険被保険者証

広島県思いやり駐車場 利用証交付制度
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　現農業委員の任期は令和２年７月末日までです。新たに農業委員・農地利用最適化推進委
員の募集を行います。

問 北広島町農業委員会事務局（農林課 農地調整係内）　IP ☎０５０－５８１２－１８５７

農業委員・農地利用最適化推進委員　共通事項
募集期間 ３月２日（月）～３月 31 日（火）※期間内必着

申込方法
所定の申込書に必要事項を記入のうえ、窓口へ提出または郵送してください。募
集案内と申込書は町ホームページからダウンロードできます。
また、農業委員会事務局（農林課内）または各支所産業建設係窓口にも備え付け
ています。

提 出 先 北広島町農業委員会事務局（農林課内）または各支所産業建設係
受付時間：午前８時 30 分～午後５時 15 分（土・日・祝日を除く）

選考方法 受付期間終了後、選考委員会において書類審査を行うほか、必要に応じて面接を
予定しています。

申込状況の
公表

推薦・応募された内容は、一部を除き、受付期間中や受付期間終了後に、町ホー
ムページなどで公表します。

農業委員 農地利用最適化推進委員
募集人数 19人 24人（担当地区は次のページのとおり）

任　　期 令和２年８月１日から３年間

報　　酬
年額 182,000 円 年額 72,000 円

（別途活動報酬 1,000 円 / 時間を支給）

活動内容

① 毎月開催される農業委員会総会での
農地の権利移動や転用許可などの審
議・決定

② 農地法などに基づく申請の調査や、
農地の利用状況調査・調査結果の報告

③ 農地などの利用の最適化の推進（担
い手への農地利用の集積・集約化や
遊休農地の発生防止・解消など）に
係る現地調査や指導・監視業務

④ 農家からの相談対応や農家への助言・
指導

① 農業委員と連携し、担当する地域内
の農地法などの申請内容について調
査し、必要に応じて結果を報告

② 農地法などに基づく申請の調査や、
農地の利用状況調査・調査結果の報告

③ 農地などの利用の最適化の推進（担
い手への農地利用の集積・集約化や
遊休農地の発生防止・解消など）に
係る現地調査や指導・監視業務

④ 農家からの相談対応や農家への助
言・指導

農業委員と
農地利用最適化推進委員の募集
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地
域 担当地区 地区の区域 定員

（人）

芸　
北

八幡 八幡全域 1

雄鹿原 雄鹿原全域 1

中野 中野全域 2

美和 美和全域 1

千　
代　
田

八重西 寺原、有間 １

八重中央 今田、春木、後有田 1

八重東 古保利、有田、石井谷 1

壬生 壬生、川西、惣森、　川東、
川井、丁保余原 ２

南方 南方、木次 1

本地 本地 1

川迫 中山、蔵迫、舞綱、川戸 2

地
域 担当地区 地区の区域 定員

（人）

大　
　
朝

大朝１ 大塚全域、枝ノ宮、間所 1

大朝２
朝枝、小枝、鳴滝、境、
東横町、胡子町、１丁目
～５丁目

1

大朝３ 筏津全域、田原全域、九門明、
茅原、西横町１・２区 1

新庄 新庄全域、宮迫全域、岩
戸全域 1

豊　
　
平

吉坂１ 今吉田全域、吉木 1

吉坂２ 阿坂全域 1

都谷１ 都志見 1

都谷２ 戸谷、長笹全域、共盛 1

都谷・原西 琴庄、西宗全域、中原全域 1

原東 志路原全域、上石全域、
下石全域、海応寺全域 1

　

お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
文

末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
か
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問

　

自
殺
対
策
強
化
月
間
　

　
毎
年
３
月
は
、
自
殺
対
策
強
化
月
間

で
す
。
自
殺
は
、
誰
で
も
起
こ
り
う
る

身
近
な
問
題
で
あ
り
、
国
や
県
、
市
町

村
や
関
係
団
体
が
協
力
し
て「
誰
も
自

殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社

会
」の
実
現
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
悩
み
が
あ
る
、
周
囲
に
悩
み
を
抱
え

る
人
が
い
る
場
合
は
、
次
の
相
談
先
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
先　

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
５
５
６

問
保
健
課 

健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

　

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　
今
年
度
対
象
者
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
実
施
期
間
は
、

３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
は
、

肺
炎
に
か
か
り
に
く
い
、
か
か
っ
て
も

重
い
症
状
に
な
り
に
く
い
な
ど
の
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　
接
種
の
対
象
と
な
る
人
に
は
、
す
で

に
個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す
。
必
要
事

項
を
確
認
し
、
期
限
ま
で
に
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。
接
種
券
を
紛
失
し
た
場
合

や
、
対
象
年
齢
の
確
認
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

接
種
期
限　
３
月
31
日
ま
で

問
保
健
課 

健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

　
　
子
ど
も
の
予
防
接
種

　
予
防
接
種
は
、
法
律
な
ど
に
よ
り
対

象
年
齢
、
接
種
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
定
め
ら
れ
た
対
象
年
齢
、
接
種

回
数
や
接
種
間
隔
で
な
い
場
合
、
費
用

■農地利用最適化推進委員の担当地区・募集人数
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が
自
己
負
担
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
母
子
健
康
手
帳
を
確
認
し
、
忘
れ

ず
に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
第
２
期

第
１
期
後
の
追
加
免
疫
と
し
て
、
通

常
は
年
長
児
の
間
（
５
歳
以
上
７
歳
未

満
）
で
１
回
接
種
し
ま
す
。

日
本
脳
炎
第
２
期

第
１
期
（
初
回
接
種
と
追
加
接
種
）

後
の
追
加
免
疫
と
し
て
、
通
常
は
小
学

４
年
生
の
間
で
１
回
接
種
し
ま
す
。

二
種
混
合
（
Ｄ
Ｔ
）
第
２
期

三
種
混
合
第
１
期
（
初
回
接
種
と
追

加
接
種
）
後
の
追
加
免
疫
と
し
て
、
通

常
は
小
学
６
年
生
の
間
（
11
歳
以
上
13

歳
未
満
）
で
１
回
接
種
し
ま
す
。

　　
こ
の
ほ
か
、
予
防
接
種
に
つ
い
て
不

明
な
点
が
あ
る
場
合
や
、
接
種
券
を
紛

失
し
た
場
合
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
課 

健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

　
就
学
援
助
・
奨
学
金
貸
与
制
度

義
務
教
育
就
学
援
助
費
（
小
・
中
学
校
）

　
こ
の
制
度
は
、
町
立
小
学
校
・
中
学

校
に
在
学
ま
た
は
入
学
す
る
児
童
生
徒

の
保
護
者
で
、
経
済
的
に
困
っ
て
い
る

人
へ
、
学
校
で
必
要
な
学
用
品
費
な
ど

の
経
費
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

　
支
給
を
希
望
す
る
人
は
、
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
所
得
証
明
書
な

ど
の
必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
、
就
学

先
の
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
支
給
を
受

け
る
場
合
に
も
申
請
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。

　
申
請
書
や
詳
し
い
案
内
は
教
育
委
員

会
事
務
局
や
各
学
校
に
あ
り
ま
す
。

申
請
期
限
（
令
和
２
年
度
分
）　

（
在
校
生
）
３
月
23
日
（
月
）

（
新
入
生
）
４
月
15
日
（
水
）

提
出
先　
就
学
先
の
学
校

修
学
奨
学
金
貸
与
制
度
（
高
校・大
学
）

　
こ
の
制
度
は
、
高
等
学
校
や
大
学
な

ど
の
高
等
教
育
機
関
に
進
学
を
希
望
し

な
が
ら
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学

が
困
難
な
人
に
、
奨
学
金
の
貸
与
を
行

う
制
度
で
す
。

　
貸
与
に
は
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
貸

与
を
受
け
る
場
合
も
同
様
で
す
。

　
申
請
書
や
詳
し
い
案
内
は
教
育
委
員

会
事
務
局
や
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
奨
学
金
は
貸
与
（
無
利

子
）
で
す
。
学
校
を
卒
業
後
、
一
定
の

期
間
内
に
返
還
が
必
要
で
す
。

申
請
期
限
（
令
和
２
年
度
分
）

４
月
27
日
（
月
）

提
出
先　
教
育
委
員
会
事
務
局

※
就
学
援
助
費
の
支
給
・
修
学
奨
学
金

の
貸
与
を
受
け
る
に
は
、
世
帯
の
所
得

制
限
な
ど
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
り

ま
す
。

※
申
請
し
た
す
べ
て
の
人
に
支
給
・
貸

与
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課
IP
☎
１
８
５
８

　

町
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者
募
集

　
町
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者
の
３
月
募

集
を
行
い
ま
す
。

募
集
住
宅　

特
公
賃・松
崎
団
地【
単
身
棟
】（
豊
平
）

受
付
期
間

３
月
２
日
（
月
）
～
11
日
（
水
）　　

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
入
居
可
能
日
は
4
月
１
日
以
降
に
な

　
り
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
受
付
期
間

終
了
後
に
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
建
設
課 

都
市
管
理
係
ま

た
は
各
支
所
産
業
建
設
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

問
建
設
課 

都
市
管
理
係
IP
☎
１
８
６
０

芸
北
支
所 

産
業
建
設
係
IP
☎
２
１
１
２

大
朝
支
所 

産
業
建
設
係
IP
☎
８
０
０
１

豊
平
支
所 

産
業
建
設
係
IP
☎
１
１
２
４
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雪上の格闘技「雪合戦」の大会
芸北きちゃん祭 with 雪合戦を開催　
　１月19日（日）、芸北運動公園の体育館で、「第
９回芸北きちゃん祭 with 雪合戦」が開催され
ました。
　昨年に続いて、積雪不足により小学生の部の
みの開催となりましたが、遠くは鳥取県などか
ら参加した８チームが熱戦を繰り広げました。
　主催した実行委員会のスタッフは、「積雪不
足で残念。毎年楽しみにしてくれる人のために
も、今後もイベントを続けたい」と話しました。

雪玉のかわりのボールで熱戦

農山村体験推進協議会
民泊受入反省会を開催
　12 月 10 日（火）、農山村体験推進事業で民泊

（田舎ホームステイ）を受け入れている家庭が
各地域から集まり、反省会を開催しました。
　反省会では、食事の調理体験などについて活
発に意見が交換されたほか、受入回数に応じた
表彰も行われました。
　同事業では来年度、小学生の体験活動 25 校、
中高生の修学旅行４校、オーストラリアからの
訪日教育旅行 1 校を受け入れる予定です。

左から年間最多受入表彰を受賞した小川さん、岡田さん、
中尾さん、白砂さん、島田さんと箕野町長

ローマ・カトリック教会のフランシスコ教皇が来広
核兵器廃絶への願いを伝える
　11月24日（日）、ローマ・カトリック教会
のフランシスコ教皇が被爆地広島を訪問。平和
祈念公園（広島市中区）で開催された「平和の
ための集い」に出席し、核兵器廃絶への動きを
前進させようと呼びかけました。
　この集いに広島県被団協の理事長代行として
出席した箕

み
牧
まき

智
とし

之
ゆき

さんが町長室を訪れ、町長に
フランシスコ教皇に宛てて、核兵器廃絶への願
いを込めた手紙を渡したことを報告しました。

フランシスコ教皇の来広について話す箕牧さん（写真右）

第92回選抜高校野球大会
広島新庄高校が春のセンバツに出場！
　１月24日（金）、選抜高校野球大会出場校選
考委員会が開かれ、広島新庄高校が出場校とし
て推薦されました。
　同校は、平成26年以来の６年ぶり２回目の
出場。下

しも
志
し

音
おん

主将は、「チーム全員の心を一つ
にして準備したい。目の前の一戦を大切に戦う」
と力強く話しました。
　大会は、３月19日（木）に阪神甲子園球場（兵
庫県西宮市）で開幕します。

帽子を投げ、センバツ出場を喜ぶ硬式野球部員たち
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北広島町まちづくりセンター新ただいま
建設中！ ～今月の工事の状況～

12 月は、基礎型枠の設置を終え、型枠の中にコンクリ
ートを流し込み、バイブレーターで隅々まで行き渡らせる

「コンクリート打設」の工程が終わりました。この後は、
基礎部分埋め戻し・土間部分の配筋などの工程に進みます。
なお、工事現場出入口付近に週間工程を掲示しています。コンクリート打設が終わりました

問 企画課 地域づくり係　IP ☎０５０－５８１２－１８５６

　この作品は、広島県呉市で認知症
の妻を介護する夫を記録したドキュ
メンタリー映画です。
　当日は上映後、同作品の監督で、
夫婦のひとり娘の信

のぶ
友
とも

直
なお

子
こ

さんの講
演会も予定しています。
▶日時　3 月 5 日（木）午後２時～
　　　　※開場は午後１時～
▶場所　千代田開発センター
▶料金　無料

問  北広島町民生委員児童委員協議会事務局（福祉課内）IP☎０５０－５８１２－１８５１

 『
ぼ
け
ま
す
か
ら
、

　  

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。』

 

映
画
上
映
会
と

　
講
演
会
の
開
催

　広島県呉市。この街で生まれ育った「私」（監督・信友直子）は、ドキュメンタリー制作に携わるテレ
ビディレクター。18歳で大学進学のために上京して以来、40年近く東京暮らしを続けている。結婚も
せず仕事に没頭するひとり娘を、両親は遠くから静かに見守っている。
　そんな「私」に 45歳の時、乳がんが見つかる。めそめそしてばかりの娘を、ユーモアたっぷりの愛
情で支える母。母の助けで人生最大の危機を乗り越えた「私」は、父と母の記録を撮り始める。だが、ファ
インダーを通し、「私」は少しずつ母の変化に気づき始めた…
　病気に直面し苦悩する母。95歳で初めてリンゴの皮をむく父。仕事を捨て実家に帰る決心がつかず揺
れる「私」に父は言う。「（介護は）わしがやる。あんたはあんたの仕事をせい」。そして「私」は、両親
の記録を撮ることが自分の使命だと思い始め－
　　　　　　　　　　　　　　　（引用　映画「ぼけますから、よろしくお願いします。」公式サイト）

■作品のあらすじ
©「ぼけますから、よろしくお願いします。」製作・配給委員会

予告編はこちらから▶
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衣服に火が付く！
着衣着火に注意！

Stop
費者トラブル消

事例１
　仏壇のりんごを取ろうとし
たら、ろうそくの火が右袖に
燃え移った。すぐに上着を脱
いだが火は消えず、背中のほ
うまで燃え広がった。上半身
にやけどを負い入院すること
になった。（80歳代　女性）
事例２
　湯を沸かそうとこんろに鍋をかけたら、隣のこんろ
の火がベストに着火し、炎が上がった。妻がすぐ気づ
きタオルで火を消したが、溶けた繊維で妻が指にやけ
どを負った。（70 歳代　男性）

≪ひとこと助言≫　
● ろうそくやこんろの火が衣服に燃え移ると大変危険

です。仏壇やこんろなどの奥のものを取るときは、
必ず火を消してから行いましょう。

● 袖や裾が広がっているデザインの衣類やスカーフ、
ストールなどは、火を使う際は身に着けないように
しましょう。

● もし衣服に火が着いてしまったら、脱ぐ、たたく、
水をかけるなどしてすぐに消火しましょう。

（参考：見守り新鮮情報　第 353 号）

［１月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 18,467 人 （56 減）

    転　入 36 人

    転　出 54 人

　 出　生 3 人

　 死　亡 41 人

    世帯数 8,574 世帯 （13 減）

●国民健康保険税［ 8 期 ］
●後期高齢者医療保険料［ ８期 ］

●国民健康保険税［ 9 期 ］

3月 2日（月）

3月31日（火）

◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町消費生活相談室
　☎０８２６ － ７２ － ５５７１［消費生活相談室専用］
毎週木曜日（祝日・年末年始除く）10 時～12 時 ・ 13 時～16 時

問 広島県生活センター 
　☎０８２ － ２２３－ ６１１１
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）９時～17 時
問 北広島町人権・生活総合相談センター
 IP ☎０５０ － ５８１２ － ５０２０

>>> ￥￥￥ 納期限

>>> Population 人口と世帯

求人情報
　町では、無料職業紹介を行っています。
　町内での就職を考えている人は、気軽
に相談してください。　
問 北広島町求人情報センター　

（企画課 定住推進係内）
IP ☎０５０－５８１２－ 1 ８５６

町内求人情報の
検索はこちら

�北広島町
�求人情報 検索

>>> Editor's postscript 編集後記
　成人式の撮影で、カメラを新成人たちに向
けると、多くの方がおなじみピースサインで
で応えてくれました。今の時代、インスタグ
ラムなどの SNS や、スマートフォンの普及
で写真を撮る・撮られる機会が昔に比べて圧
倒的に増えていますが、私の若いころと少し
も変わらないポーズがまだまだ主流というこ
とがわかり一安心しています。
　そんなピースサインの起源は、1400 年代
の戦争のときの挑発のサイン。その後、英語
圏を中心に、1960 年代のベトナム戦争への
反戦運動とともに、ピースサインは平和を願
う意思表示の手段として広がりました。
　日本でピースサインを広めたのは、タレン
トの井

いの
上
うえ
順
じゅん
さんで、カメラのCMやコント

などでピースサインをしたことから、写真撮
影の定番のポーズとなったようです。
　ピースサインのほかに、今回の撮影で多く
見られたのが「指ハート」。人差し指と親指
を交差して小さなハートをつくるポーズで、
世界的に、そして同時に流行しています。流
行が伝播するスピードが飛躍的に早くなって
いる今、写真撮影のポーズに世代交代は起こ
るのでしょうか。巻頭記事の新成人
のポーズにもご注目ください。小
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【入選】「凍る駒ヶ滝」　〔撮影場所：豊平地域〕
︻
第
13
回（
平
成
30
年
）入
選
︼

　
　
　
撮
影
者　
佐さ

さ々

木き　
正た
だ
しさ
ん（
北
広
島
町
）

　
龍
り
ゅ
う
頭ず

山
の
駒こ
ま
ヶが

滝た
き
は
、
小
学
生
の
こ
ろ
に
よ
く

遠
足
に
行
っ
た
所
で
す
。し
か
し
冬
の
駒
ヶ
滝
は
、

一
度
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
お
と
と
し
の
冬
、
北
広
島
町
は
、
あ
ち
こ
ち
で

水
道
管
が
破
裂
す
る
ほ
ど
冷
え
込
み
ま
し
た
。
氷

点
下
13
℃
近
く
に
な
り
、「
水
量
の
少
な
い
駒
ヶ

滝
は
、
全
面
氷
結
し
て
い
る
の
で
は
」
と
思
い
、

カ
メ
ラ
を
手
に
、積
雪
が
腰
近
く
ま
で
あ
る
な
か
、

麓ふ
も
とか
ら
１
時
間
か
け
て
駒
ヶ
滝
に
着
き
ま
し
た
。

　
目
の
前
に
現
れ
た
の
は
、
疲
れ
も
吹
き
飛
ぶ
す

ば
ら
し
い
風
景
で
し
た
。一
休
み
す
る
こ
と
な
く
、

ど
の
ア
ン
グ
ル
が
い
い
か
数
枚
撮
影
し
、
正
面
か

ら
撮
影
し
た
も
の
が
今
回
の
写
真
で
す
。

　
私
は
、カ
メ
ラ
は
ま
だ
ま
だ
経
験
不
足
な
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
人
に
教
え
て
も
ら
い
、
勉
強
し
て
い

ま
す
。
風
景
写
真
が
好
き
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

北
広
島
町
の
す
ば
ら
し
い
風
景
を
撮
影
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

【訳】おいしい！

ケ　　　　　　リコ！

¡Qué rico!


